
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
空
調
・
建
機

中
小
物
件
に
広
が
り
電
力
需
給
最
適
制
御

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
建
機
続
々
エ
コ
に
施
工
、
燃
費
も
向
上

空
調
の
ム
ダ
削
減
徹
底

図１　大気社の 熱源制御システム」の仕組み

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 　　

モニター画面上の３次
元の仮想空間で設備を
特定し携帯型情報端末
で操作も 竹中工務店

日
立
建
機
の

Ｚ
Ｈ
２
０
０

　
空
調
設
備
工
事
会
社
に
と

っ
て
も
、
オ
フ
ィ
ス
の
省
エ

ネ
技
術
は
競
争
力
の
源
泉
。

各
社
こ
ぞ
っ
て
独
自
開
発
の

技
術
で
高
い
省
エ
ネ
効
果
を

追
求
し
続
け
る
。

　
大
気
社
は
熱
源
設
備
を
安

全
か
つ
最
小
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

運
用
で
き
る

熱
源
最
適
制

御
シ
ス
テ
ム

を
活
用
す

る
。
熱
源
の
運
転
効
率
を
高

め
る
た
め
に
冷
水
温
度
を
最

適
に
設
定
。
気
温
、
湿
度
、

日
射
、
室
内
の
熱
負
荷
な
ど

か
ら
有
効
な
パ
ラ
メ

ー
タ
ー
を
選
び
、
少

な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

で
最
適
な
冷
水
温
度

に
設
定
で
き
る
。
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
低
減
が
可
能

だ
。
新
規
だ
け
で
な

く
既
存
設
備
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
も
適
用

で
き
る
。
顧
客
へ
の

省
エ
ネ
設
計
提
案
活

動
で
は
、

年
度
に

Ｃ
Ｏ
２
削
減
率

・

８
％
を
達
成
し
た
。

　
ダ
イ
ダ
ン
は
一
定

速
度
で
運
転
さ
れ
て

き
た
冷
凍
機
用
ポ
ン

プ
を
イ
ン
バ
ー
タ
ー

で
制
御
す
る
こ
と
で
設
備
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
低
減

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
「
フ
ロ
ー

ス
マ
ー
ト
を
活
用
す
る
。従

来
は
冷
房
負
荷
に
か
か
わ
ら

ず
ポ
ン
プ
動
力
は
一
定
で
、

バ
イ
パ
ス
管
に
は
無
駄
な
流

れ
が
発
生
し
て
い
た
。
専
用

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
イ
ン

バ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
空
調
に

使
わ
れ
な
い
無
駄
な
バ
イ
パ

ス
管
流
量
が
ゼ
ロ
に
な
る
よ

う
ポ
ン
プ
を
制
御
。
導
入
し

た
１
０
０
物
件
で
は
Ｃ
Ｏ
２

を
１
件
当
た
り
平
均
で
年
間

２
０
０

、
電
力
料
金
を
同

年
間
約
５
０
０
万
円
削
減
で

き
た
と
試
算
す
る
。

　
従
来
は
オ
フ
ィ
ス
と
い
う

場
が
あ
り
、
人
が
そ
の
環
境

に
合
わ
せ
て
働
い
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
は
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
目
覚
ま
し
い

進
歩
も
あ
り
、
逆
に
場
が
人

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
建
設
業
界
を
挙
げ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
機
器

を
組
み
合
わ
せ
た
最
適
解

の
追
求
が
続
く
。

　
清
水
建
設
は
非
常
時
の
事

業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

を

考
慮
し
た
上
で
、
平
時
の
節

電
・
省
エ
ネ

エ
コ

も
実

現
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提

案
「
ｅ
ｃ
ｏ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
を
展

開
す
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
も
含
め
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
律
性
を
確
保

し
、
建
物
の
防
災
機
能
を
高

め
な
が
ら
、
快
適
な
省
エ
ネ

と
確
実
な
節
電
を
実
現
す

る
。
ｅ
ｃ
ｏ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
念

は
震
災
後
、
顧
客
企
業
の
復

旧
支
援
や
原
発
事
故
対
応
に

追
わ
れ
る
中
、
電
力
事
情
の

逼
迫
が
産
業
界
の
事
業
基
盤

ぱ
く

ひ
っを

揺
る
が
す
事
態
と
な
っ
て

生
ま
れ
た
。
復
旧
支
援
と
並

行
し
て
始
め
た
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
提
案
が
原
点
だ
。

　
環
境
対
策
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
両

立
さ
せ
る

次
世
代
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル

の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

と
い
う
役
割
も

担
っ
て

年
夏

に
完
成
し
た
新

本
社

東
京
都

中
央
区

は
建

築
環
境
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
構

の
建
築
環
境
総
合
評
価
シ
ス

テ
ム
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
で
最

高
レ
ベ
ル
Ｓ
ラ
ン
ク
評
価

を
取
得
。

年
を
目
標
に
既

存
の
同
規
模
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

に
比
べ
、
供
用
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

％
削
減
を
狙
う
。

完
成
以
来
、
見
学
者
が
相
次

ぎ
、
相
談
と
と
も
に
提
案
の

機
会
を
増
や
し
て
い
る
。

　
大
林
組
は
技
術
研
究
所

東
京
都
清
瀬
市

の
本
館

テ
ク
ノ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

年
度
、
同
規
模
の
一
般
的
な

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
比
べ
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量

・
７
％
減
を
達

成
し
た
。
同
施
設
で
は
太
陽

光
発
電
、
小
型
風
力
発
電
、

コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱

電
併
給

、
蓄
電
池
を
組
み

合
わ
せ
た
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド

分
散
型
小
規
模
エ
ネ
ル

ギ
ー
網

を
構
築
し
、
Ｚ
Ｅ

Ｂ
実
証
を
目
指
し
て
い
る
。

大
成
建
設
も

年
か
ら
５
年

計
画
で
技
術
セ
ン
タ
ー

横

浜
市
戸
塚
区

の
施
設
整
備

に
取
り
組
み
、
総
仕
上
げ
と

な
る
目
玉
施
設
と
し
て

Ｚ

Ｅ
Ｂ
実
証
棟

建
設
に
近
く

着
手
す
る
。
１
フ
ロ
ア
は
顧

客
に
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
を
体
感
し
て
も
ら
う
実
証

ス
ペ
ー
ス
に
す
る
計
画
だ
。

　
竹
中
工
務
店
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

よ
る
統
合
制
御
も
可
能
に
し

た
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
「
ビ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ｒ

ｅ
ｎ

」
を
開
発
し
、
事
業

展
開
を
始
め
て
い
る
。
建
物

間
の
連
携
に
よ
り
、
快
適
性

と
利
便
性
を
保
ち
な
が
ら
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
実

現
を
目
指
す
。

年
か
ら
東

京
本
店

東
京
都
江
東
区

と
技
術
研
究
所

千
葉
県
印

西
市

、
関
連
会
社
Ｔ
Ａ
Ｋ

イ
ー
ヴ
ァ
ッ
ク
の
新
砂
ビ
ル

江
東
区

の
一
部
オ
フ
ィ

ス
で
建
物
間
連
携
の
実
証
運

用
を
開
始
。
電
力
不
足
時
の

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

需

給
応
答

を
含
め
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
果
を
高
め
ら
れ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド

Ｈ
Ｖ

油
圧

シ
ョ
ベ
ル
を
相
次
ぎ
市
場
に

投
入
し
て
い
る
。
世
界
規
模

で
環
境
規
制
が
高
ま
る
中
で

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排

出
削
減
や
省
エ
ネ
効
果
の
高

い
Ｈ
Ｖ
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
需

要
が
拡
大
し
、
施
工
現
場
で

の
導
入
も
進
ん
で
き
た
。

◇

　
Ｈ
Ｖ
シ
ョ
ベ
ル
は
旋
回
減

速
時
に
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
キ
ャ
パ
シ
タ
に
蓄
え
、
旋

回
加
速
時
や
エ
ン
ジ
ン
の
駆

動
時
の
補
助
動
力
と
し
て
有

効
活
用
す
る
も
の
で
、
コ
マ

ツ
や
日
立
建
機
も
こ
の
仕
組

み
を
採
用
し
て
い
る
。

　
コ
マ
ツ
は
他
社
に
先
駆
け

２
０
０
８
年
に
Ｈ
Ｖ
シ
ョ
ベ

ル
を
投
入
。

年
末
に

級
Ｈ
Ｖ
を
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
し

Ｈ
Ｂ
２
０
５

同

２
１
５
Ｌ
Ｃ

の
販
売
を
開

始
、

年
ま
で
に
日
本
国
内

で
の
累
計
導
入
台
数
は
１
０

０
０
台
を
達
成
し
た
。

　
同
社
は
発
電
機
モ
ー
タ
ー

や
旋
回
電
気
モ
ー
タ
ー
、
イ

ン
バ
ー
タ
ー
な
ど
基
幹
シ
ス

テ
ム
を
自
社
開
発
・
自
社
生

産
し
て
お
り
、
日
本
の
み
な

ら
ず
、
中
国
、
北
米
、
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
世
界
市
場
へ
の

供
給
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
車
両
管
理
シ
ス
テ

ム
コ
ム
ト
ラ
ッ
ク
ス
を
標

準
装
備
。
車
両
か
ら
取
り
付

け
た
機
器
か
ら
位
置
や
稼
働

状
況
な
ど
の
情
報
が
発
信
さ

れ
る
た
め
、
現
場
に
い
く
こ

と
な
く
、
い
つ
で
も
機
械
の

状
況
を
確
認
で
き
る
。
さ
ら

に
万
一
異
常
が

発
生
し
た
場
合

に
も
モ
ニ
タ
ー

で
チ
ェ
ッ
ク
が

可
能
な
機
能
を

搭
載
。
休
車
時

間
を
最
低
限
に

抑
え
「
機
械
の

稼
働
時
間
の
向

上
に
役
立
つ

コ
マ
ツ
。

　
日
立
建
機
は

年
に

級
の
Ｈ
Ｖ
シ
ョ
ベ
ル
「
Ｚ
Ｈ

２
０
０
」
を
投
入
。
制
御
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
や
、
電
動
機

器
を
日
立
グ
ル
ー
プ
と
共
同

で
開
発
し
た
。
ポ
ン
プ
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ル
ブ
を
増
や

し
て
油
圧
源
を
増
加
・
分
散

す
る
こ
と
で
よ
り
細
か
い
出

力
の
制
御
や
分
流
時
の
損
失

を
減
ら
し
た
。
燃
費
は
従
来

機
よ
り

％
低
減
。
価
格
は

従
来
の

％
高
に
抑
え
て
お

り
「
４
―
５
年
で
投
資
回
収

が
可
能
」

日
立
建
機

と

し
て
い
る
。

　
廃
棄
物
処
理
施
設
に
導
入

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
よ

る
と
、
他
社
製
の
Ｈ
Ｖ
シ
ョ

ベ
ル
を
導
入
し
た
が
、
標
準

機
に
比
べ
レ
バ
ー
を
動
か
し

て
か
ら
機
械
が
反
応
す
る
ま

で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
物

足
り
な
さ
が
あ
っ
た
。
だ
が

Ｚ
Ｈ
２
０
０
は
そ
の
レ
ス
ポ

ン
ス
が
早
く
、
環
境
性
能
を

高
め
た
機
種
に
あ
り
が
ち
な

操
作
性
の
違
和
感
が
全
く

な
い
と
い
う
。

　
日
系
メ
ー
カ
ー
と
一
線
を

画
す
の
が
米
キ
ャ
タ
ピ
ラ

ー
。
６
月
に

級
の
Ｈ
Ｖ

「
Ｃ
ａ
ｔ
　
３
３
６
Ｅ
Ｌ

Ｈ
」
を
日
本
国
内
に
投
入
し

た
。
同
社
初
の
Ｈ
Ｖ
油
圧
シ

ョ
ベ
ル
だ
。
旋
回
減
速
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
で
は
な

く
、
油
圧
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
蓄
え
、
旋
回
駆
動
に
再
利

用
す
る
こ
と
で
他
社
と
差
別

化
し
た
。
独
自
の
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

損
失
が
少
な
く
、
従
来
機
の

性
能
を
維
持
し
た
ま
ま
最
大

％
の
燃
費
を
削
減
。
さ
ら

に
油
圧
で
動
か
す
た
め
「
特

別
な
資
格
も
不
要
」

米
キ

ャ
タ
ピ
ラ
ー

と
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
容
易
に
な
る
と
い

う
。
世
界
最
大
手
が
国
内
投

入
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
で
Ｈ

Ｖ
シ
ョ
ベ
ル
の
市
場
競
争
が

一
段
と
激
化
し
そ
う
だ
。


